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平成２９年度 地域連携プロジェクト実施報告

１．プロジェクトの背景と目的
かつては企業城下町として栄え、銅山の町として日本のみ

ならず世界的にも知れ渡り繁栄を極めた足尾町。いまでは
人口流出および高齢化が深刻になり、地域の衰退が止まら
ない。このような苦しい状況のもと、地域の歴史と地域に
残存する遺産の価値を世界に通用するものとして示し、足
尾地域を観光によって再生しようとする取り組みが行われ
ている。それが平成17年から進められている「足尾銅山の
世界遺産登録をめざす」動きである。
世界遺産として登録されるためには、世界的な視点から

見て登録しようとするもの（物件）の歴史やそれを示す遺
産が「顕著な普遍的価値」を有していることを証明しなけ
ればならず、さらには、その遺産を継続的に保護する体制
が整っており、かつ、対象物件の周辺（地域）に住まう
人々が自身らの生活と遺産を保護する取り組みを自主的に
調和させる仕組みが出来上がっていないとならない。足尾
地域においては平成6年度から続けられている「エコミュー
ジアム構想」によってこれらの素地が形成されてきており、
現在、世界遺産暫定一覧表追加記載提案書（ストーリーと
構成資産）の再検討、構成資産の掘り起しと保護、地元住
民組織によるボランティアガイド育成などが進められてい
る。本プロジェクトは学術的な知見や知識を用いてこれら
の取り組みを実践的に支えることを目的としている。

2．実施計画
上述の「世界遺産暫定一覧表追加記載提案書（ストー

リーと構成資産）の再検討」と「構成資産の掘り起しと保
護」については日光市文化財
課と本学を含めた学識経験者
らが担っており、「ボラン
ティアガイド育成」について
は足尾協働会議（足尾行政セ
ンター、地元NPO、古河機械
金属、宇都宮大学による合同
組織）が担っている。本プロ
ジェクトの申請代表者はその
両方に携わっている。本年度
も、地域デザインセンターの
支援を受け、「世界遺産登録
をめざす」ための取り組みを
より一層加速させることを検
討している。構成資産の掘り
起しでは「足尾鉱業所跡」を
対象として実施し、文献調査
と発掘調査の結果を取りまと
めて学会等で日光市職員と連
名で発表を行い研究成果のブ
ラッシュアップを進める。ま
た、「ボランティアガイドの
育成」においては、昨年度に
引き続き「あしお歴史講座」
を開講し、それを学術的なス
キルと知識で支援する。

3 ．プロジェクトの成果
（1）足尾鉱業所跡に関する研究

本研究では文献調査と発掘調査をもとにその歴史的背景
と遺構の所在を明らかにした。これまでこの建造物に関し
ては関連資料が少なく、二次史料や往時の写真から得られ
た知見をもとに往時の建造物の価値が議論されるにとど
まっており、遺構の確認も手付かずの状態であった。しか
し、本研究の文献調査によって、鉱業所というものが明治
政府の鉱山開発方針に影響を受けつつも近代足尾銅山の経
営を取り巻く事情の中で建造されたことが判明し、さらに
は、史料に基づく発掘調査によって遺構（基礎の部分）の
姿も発見された。これにより、二次史料上
の一記録の中に埋もれていた足尾鉱業所の
跡地は近代および足尾銅山の歴史を示す遺
産の一つとして生まれ変わらせる素地が形
成されたといえる。なお、この研究成果は
第56回土木計画学研究発表会
（2017年11月5日）において発
表されるとともに（図6）、地
元向けに行われたシンポジウム
（2017年11月25日）において
詳しく説明がなされた（図7）。

（2）ボランティガイド育成事業
本年度の事業では昨年度の講座を修了

された方々を対象に「あしお歴史講座
（中級）」を実施した。10月7日に行わ
れた第1回講座ではNPO法人日光門前ま
ちづくりの事務局長である小池氏に登壇
して頂き、日光地区で実施されている
「まちあるき」の活動を学ぶとともに、来訪者を受入れガ
イドを行う際の注意点などについても学んだ。次は、今年
度の2月以降に次の講座の開催を予定している。

3 ．まとめ
今年度の取り組みでは、日光市とともに取り纏めた研究

成果を学会だけの発表にとどめず、シンポジウムの場で地
元に還元することができ、地域に期待された役割を担えた
と言える。今後はボランティがガイドが研究レベルの知見
を理解し、ガイドの中で用いることができるよう、研究成
果とまちづくりの相乗効果が期待できる仕組みづくりを進
めていくことが課題となる。これは短期的な取り組みでは
成し得ないので、来年度以降も地域デザインセンターから
の継続的な支援が受けられることを期待している。

図2．足尾鉱業所跡を解説する日光市教育委
員会職員の宮本氏とそれを聞く来訪者

図1．大正10年当時の足尾鉱業所

図3．昨年度のガイド育成事業の様子

図7． 地元で開催されたシンポジウム
（足尾行政センター）で調査の

成果を地元住民の前で発表（講師：日光
市教育委員会職員宮本氏）

図4． 文献調査結果の一例

図6． 土木計画学研究発表会（岩手大学）に
て発表（左：日光市教育委員会職員宮本氏、
隣：青木）、レジメは講演集への投稿原稿

（日光市と宇都宮大の連名）

図5． 測量と発掘調査

図8． 第1足尾歴史講座（中級）
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